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平成25年第１回嬉野市議会臨時会議事日程

平成25年４月30日（火）　

本会議第１日目　　

午前10時　開　議　　

日程第１　　会議録署名議員の指名
日程第２　　会期の決定

日程第３　　議案第62号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市税条例の一部を改　　　　　　　　　　　　正する条例）

　　　　　　議案第63号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市国民健康保険税条　　　　　　　　　　　　例の一部を改正する条例）

　　　　　　議案第64号　専決処分の承認を求めることについて（平成24年度嬉野市一般会　　　　　　　　　　　　計補正予算（第10号））

　　　　　　議案第65号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第１号）

日程第４　　議案質疑
日程第５　　討論・採決
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

午前10時16分　開会

○議長（太田重喜君）

　皆さんおはようございます。本日、嬉野市議会臨時会が招集されましたところ、お忙しい中に御参集いただきまして御苦労さまでございます。

　本日は全員出席であります。定足数に達しておりますので、ただいまから平成25年第１回嬉野市議会臨時会を開会いたします。

　それでは、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

　日程第１．会議録署名議員の指名を行います。

　嬉野市議会会議規則第78条の規定により、会議録署名議員に10番副島孝裕議員、11番田中政司議員、12番織田菊男議員を今会議中指名いたします。

　日程第２．嬉野市議会会議規則第４条の規定により、会期の決定を議題といたします。

　お諮りいたします。本臨時会の会期は本日１日間にいたしたいと思います。御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。会期は本日１日間に決定いたしました。

　なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付しております会期日程のとおりでありますので、御了承願います。

　日程第３．議案第62号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市税条例の一部を改正する条例）から議案第65号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第１号）までを一括して議題といたします。

　朗読を省略いたしまして、提案理由の説明を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

　皆さんおはようございます。本日は、大変お忙しい中に臨時議会をお願いいたしましたところ、御了承いただきましてありがとうございました。

　それでは、提案理由について御説明を申し上げます。

　このたび嬉野市議会臨時議会を招集し、専決処分の承認を求めるもの３件、平成25年度一般会計補正予算１件につきまして御審議をお願いすることになりましたので、その概要について御説明申し上げます。

　まず、議案第62号から議案第64号の３議案は専決処分の承認を求めるものでございます。

　議案第62号　嬉野市税条例の一部を改正する条例及び議案第63号　嬉野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の２議案は、上位法の改正に伴い条例の一部を改正し、４月１日から施行しましたので、議会に報告し、承認を求めるものでございます。

　次に、議案第64号　平成24年度嬉野市一般会計補正予算（第10号）につきましては、塩田中学校改築事業において、平成24年度見込んでいた国庫補助金の一部が平成25年度の歳入見込みとなったため、また、繰越明許費も一部変更が必要となり所要の手続を行いましたので、議会に報告し、その承認を求めるものでございます。

　次に、議案第65号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。

　今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ727万9,000円を追加し、補正後の予算総額を151億6,227万9,000円とするものでございます。

　国の補正予算による緊急経済対策事業等の円滑な推進を図るため、また、県からの配分件数の確定に伴う住宅リフォームの緊急助成事業など所要の追加補正を行うのでございます。なお、これらに要する財源といたしましては、国県支出金及び財政調整基金を充てております。

　以上、簡単ではございますが、議案の概要説明を終わります。

　なお、詳細につきましては総務部長から説明させますので、よろしく御審議をお願い申し上げます。

　以上で提案理由とさせていただきます。

○議長（太田重喜君）
　これで提案理由の説明を終わります。

　次に、提出された議案の細部説明を求めます。

　議案第62号から議案第65号について説明を求めます。総務部長。

○総務部長（筒井　保君）

　それでは、詳細について御説明を申し上げたいと思います。

　まず、お手元に配付しております議案書の１ページのほうをお願いいたします。

　議案第62号、専決処分について御説明を申し上げます。

　これにつきましては、地方税法の一部が改正されましたことに伴いまして、固定資産税及び特別土地保有税に係る改正規定が平成25年４月１日より施行されることに伴いまして、嬉野市税条例の一部を改正する必要が生じましたので、平成25年３月30日付で専決処分を行いましたので、議会の承認をお願いするものでございます。

　内容につきましては、議案書の３ページのほうをお願いいたします。

　第54条、固定資産税の納税義務者等につきましてでございます。独立行政法人森林総合研究所が行います一定の事業の施行に伴いまして、指定された換地等において、従前の土地について登記簿に搭載されている者を当該換地等の所有者とみなして固定資産税を課する納税義務者の特例措置を廃止するものでございます。

　また、131条につきましても、特別土地保有税の納税義務者等について、同じく独立行政法人森林総合研究所が行います事業につきまして、納税義務者の特例措置を廃止するものでございます。

　続きまして、議案書の４ページのほうをお願いいたします。

　これにつきまして、同じく地方税法の一部が改正されまして、国民健康保険税に係る改正が平成25年４月１日から施行されることに伴いまして、嬉野市国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じましたので、平成25年３月30日付で専決処分をいたしましたので、議会の承認を得るものでございます。

　内容につきましては、６ページのほうに掲げております。

　簡単に御説明を申し上げますと、軽減措置を受けている世帯につきまして、国民健康保険の被保険者で、亡くなった者の人数を含めて軽減対象の基準額を算定することとしている特例措置を恒久化するほか、特定世帯に係る世帯別平等割を、最初の５年間につきまして２分の１を軽減する現行措置に加えまして、その後３年間４分の１の減額をする措置を講じるものでございます。

　続きまして、別冊のほうの議案第64号について御説明を申し上げます。

　議案第64号につきましては、平成24年度嬉野市一般会計補正予算（第10号）を平成25年３月25日付で専決処分しましたので、議会の承認をお願いするものでございます。

　まず、内容につきまして、４ページのほうをお願いいたします。

　歳入のほうでございます。国庫支出金と繰入金の財源の組み替えを行っております。これにつきましては、塩田中学校の改築事業につきまして、平成24年度の実績における出来高調整によりまして、平成24年度交付の国庫補助金が減額になった関係上、国庫補助金を減額し、その財源といたしまして、不足財源を基金のほうから繰り入れを行っているところでございます。

　また、９ページのほうに、継続費の設定を行っておりますので、特定財源の変更が生じましたので、この部分の補正を掲げているところでございます。

　続きまして、５ページに戻りまして、第２表　繰越明許費補正でございます。

　これにつきましては、まず、総務費と教育費につきましては第９号で繰越明許を行っておりましたけれども、ちょっとこちらのほうに誤りがございましたので、繰越明許の額の変更を行っているところでございます。

　また、農林水産費につきましては、基幹水利ストックマネジメント事業につきましては県営事業でございます。負担金の240万円を繰越事業で掲げておりましたけれども、県のほうが24年度で繰り入れを行ってくださいということでございましたので、24年度、負担金として支払いまして、25年度、繰越事業で県のほうが行いますけれども、この分、先に払った関係上、繰越明許の廃止を掲げているところでございます。

　以上が今回の専決処分の内容でございます。

　続きまして、議案第65号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第１号）でございます。

　これにつきましては、まず４ページのほうをお願いいたします。

　教育費国庫補助金でございます。増額補正の433万2,000円、塩田中学校改築事業の分でございます。これにつきましては、先ほど議案第64号で専決処分を行いました国庫補助金の減額を行っておりました部分を、25年度の予算の中で増額を行っているところでございます。

　続きまして、５ページにつきましては住宅リフォームの事業の県補助金が追加になった関係上、増額を行っているところでございます。

　続きまして、歳出のほうに入りまして議会費でございます。議会費につきましては、本市への行政視察、かなりの数の方がお見えいただいておりますけれども、その行政視察に対応できるような形で嘱託職員の雇用費の計上を行っているところでございます。

　８ページに入りまして、総務費の一般管理費でございます。これにつきましては、職員を早稲田大学マニフェスト研究所への研究費用として３名分の計上を行っているところでございます。

　続きまして、９ページにつきまして農林水産費の農業農村整備費でございます。これにつきましては24年度の繰越事業で、地域の元気臨時交付金事業に対応できるように積算システムの増設を１台図った関係上、予算の計上を行っているところでございます。

　11ページに入りまして、土木費の公園費でございます。土木費の公園費につきましては、平成24年度の繰越事業で行っております人工芝の工事──これにつきましては、みゆき球技場でございます。この球技場の日本サッカー協会の公認取得費31万5,000円をお願いしているところでございます。

　12ページに入りまして、先ほど歳入のほうでも御説明いたしました住宅リフォーム緊急助成事業の県補助金が追加になった関係上、補助金のほうを180万円増額を行っているところでございます。

　続きまして、14ページに入りまして、文化財費の臨時職員の費用といたしまして142万5,000円をお願いしているところでございます。これにつきましては、現在、教育長部局のほうに建築士の資格を有する専門職員がいらっしゃいます。今回、臨時的に地域の元気臨時交付金事業に集中的に投入いたしまして事業が推進できるような形で、今回、臨時職員の増員をお願いしているところでございます。

　以上で御説明を終わりたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　これで議案の細部説明を終わります。

　お諮りいたします。議案第62号から議案第65号までの４議案につきましては、委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。よって、議案第62号から議案第65号までの４議案につきましては委員会付託を省略することに決定いたしました。

　日程第４．議案質疑を行います。

　まず、議案第62号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市税条例の一部を改正する条例）の質疑を行います。質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで議案第62号の質疑を終わります。

　次に、議案第63号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の質疑を行います。質疑ございませんか。西村議員。

○15番（西村信夫君）

　今回、国民健康保険税の特定世帯から特定継続世帯というふうなことで変更があっておりますが、現在、嬉野市におきましては特定世帯、要するに後期高齢者医療保険制度へ移行した場合、これにより国保被保険者が１人になった場合について、５年間２分の１の軽減措置が図られるわけですけれども、まず、特定世帯は何人ぐらいいらっしゃるのか、そしてまた、継続世帯、これに伴って４分の１の減額というふうなことに軽減されるわけですけれども、本市におきましてはどのくらいの金額が想定されるのか、その点お尋ねしたいと思いますが。

○議長（太田重喜君）

　ただいまの質問に対し答弁を求めます。健康づくり課長。

○健康づくり課長（中野哲也君）

　健康づくり課からお答えをいたします。

　ただいま議案に上げております税額の修正をお願いしておりますけれども、詳細の人数につきまして手元に資料がございませんので、後日報告させていただきたいと思います。

　それと、後段の新たに継続世帯になった世帯数も、あわせて報告させていただきたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　西村議員。

○15番（西村信夫君）

　資料が手元にないと言えば答弁ができないわけですけれども、当初予算では医療給付費現年度課税分が、平等割は１億5,239万9,000円というふうなことで計上されておりまして、今回、当初予算の軽減が8,209万9,000円というふうなことですけれども、恐らく大幅な──大幅というか、若干の軽減措置が図られるだろうと思います。そこのあたりをきちっと後から資料を求めていきたいと思います。

　そして、この部分については医療費給付部分と後期高齢者の支援部分に分かれていると思いますが、その分あわせて資料をいただきたいというふうに思います。

　それから、今回、国保税の徴収分について変更があっているわけですけれども、平等割等について応変更のある場合については、通知書や、あるいは個人別の課税明細書における修正が当然必要になってくるわけですので、このシステムの変更については今回の専決処分に計上されておりませんけれども、ここのあたりはどういうふうに対応されていくのか、その点お尋ねしたいと思います。

○議長（太田重喜君）

　健康づくり課長。

○健康づくり課長（中野哲也君）

　お答えいたします。

　既存の制度を恒久化するなり、３年延長するということですので、システムの変更は特段生じておりませんので、費用は不要となっております。

○議長（太田重喜君）

　西村議員。

○15番（西村信夫君）

　もう１点ちょっと調べていただきたいと思いますが、例えば、今回４月１日からの改正に伴って、５年間２分の１、そしてまた、プラス３年間が４分の１減額ですけれども、現在、後期高齢者に既になった人も対象になるのかどうか、そこのあたりを調べていただきたいと思います。

　今回、75歳以上は後期高齢者に移行するわけですので、現在76歳、77歳の人にもこの減免が対象になるのかどうか、その点を調べていただきたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　健康づくり課長。

○健康づくり課長（中野哲也君）

　後期高齢者医療のほうに動いた方は、現在まで５年間、残された国保の世帯の方の税額が軽減されておったわけですので、それが変更になるわけじゃなくて延長になるということですので、新たにそれから外れる人というのは発生しません。延長されるということですので、制度改正で不利になる方はいないという判断かと思います。

○議長（太田重喜君）
　ほかにございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで議案第63号の質疑を終わります。

　次に、議案第64号　専決処分の承認を求めることについて（平成24年度嬉野市一般会計補正予算（第10号））全部について質疑を行います。質疑ございませんか。山口要議員。

○17番（山口　要君）

　もう多くは申しません。ただ１点だけ、法179条、専決処分のことについて、専決処分できるもののことをどの程度理解しておられるのかということだけをお尋ねしておきたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　答弁を求めます。（「暫時休憩を求めます」と呼ぶ者あり）

　暫時休憩いたします。

午前10時40分　休憩

午前10時41分　再開

○議長（太田重喜君）
　再開します。

　財政課長。

○財政課長（井上嘉徳君）

　お答えします。

　正確な答えになるかわかりませんが、議会を開くいとまがないということで、緊急性を要するということで専決処分をすることができると理解しております。（「いいです」と呼ぶ者あり）

○議長（太田重喜君）
　ほかにございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで議案第64号の質疑を終わります。

　次に、議案第65号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第１号）について質疑を行います。

　まず、議案書４ページ、14款．国庫支出金から６ページ18款．繰入金までの歳入について質疑を行います。質疑ございませんか。西村議員。

○15番（西村信夫君）

　５ページの住宅リフォーム緊急助成事業についてお尋ねをしたいと思います。

　ことし、新年度になって、４月１日から19日まで住宅リフォーム緊急助成事業ということで公募をされておりますが、このあたりについてはどのようになっているのか、その点をちょっとまずお尋ねしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　お答えいたします。

　４月１日から４月19日まで当初予算計上分の受け付けをしておりまして、申請者が196名ございまして、抽せん会を実施いたしまして、当初予算計上分の59件を当選ということで決定をしております。また、補欠の抽せん等も実施をさせていただいております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　西村議員。

○15番（西村信夫君）

　そしたら、196件という大幅な──抽せんの当選数は59件ですけれども、その方々にも通知をされたのかどうか、その点ですね。

　そしてまた、今回は３年事業で取り組んだわけですけれども、総数ですね、件数は何件ぐらいあったのか、その点までお尋ねしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　お答えいたします。

　１点目の通知の件につきましては、まだ通知は出しておりません。今議会の補正の分とあわせまして、後日通知を出すというようなことで考えております。

　総件数につきましては、ちょっとお待ちください。平成23年度につきましては、これはもう実績で答弁をさせていただきますが、132件でございます。24年度が331件ということでございます。（「25年度が59件」と呼ぶ者あり）はい、59件プラス今回の補正６件で65件ということで。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　西村議員。

○15番（西村信夫君）

　今回、住宅リフォームを３年継続でされたわけですけれども、嬉野にも相当な経済波及効果があったんじゃないかと思いますが、そこのあたりの効果はどのくらいあったのか。

　そしてまた、今回25年度で打ち切りと思いますが、今後こういうふうな計画をしていただくのが当然と思いますが、今後どのようにお考えなのか、お尋ねしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　経済効果につきましては、予算額の範囲内で経済効果が、市内の建設業者さんあたりに発注ができておりますので、その分で経済効果が発生したというふうなことで認識をしております。

　あと、今後の事業につきましては、今年度、25年度の10月をもちまして、県の事業が基金からの繰り入れ等を終了したというふうなことをお聞きしておりますので、当市といたしましても、そのような方向で考えたいと思っております。

　以上でございます。

○議長（太田重喜君）
　ほかに質疑ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで議案書６ページまでの質疑を終わります。

　次に、議案書８ページ、歳出の２款．総務費から16ページ、継続費についての調書までの質疑を行います。質疑ございませんか。神近議員。

○13番（神近勝彦君）

　９ページの農業農村整備費のところでお尋ねをしたいと思いますが、このたび標準積算システム保守ということで55万7,000円補正を上げられています。これは新年度予算のときに、昨年24年度よりも倍近く増額された予算計上されているわけですよね、標準システムの２台分ということで。新たに今回また55万7,000円計上された理由というものをお聞きしたいと思いますが。

○議長（太田重喜君）
　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　お答えいたします。

　55万7,000円というのは１台当たりの金額でございます。今回、補正理由といたしまして、平成25年度当初予算で積算システム保守を１台分、承認いただいたところですが、24年度の災害復旧事業等が２月、３月の雨天続きで工事がおくれていることで該当地区に御迷惑をかけている、あるいは、25年度の農業用施設整備事業の申請が、現在、各地区から申請されている中で、中には田植え前の完成を急ぐ地区もあります。あるいは、来年度から５年間の事業で始まります第２次地域農業水利施設ストックマネジメント事業の採択のために、申請書の作成、あるいは提出するために工事費の積算が必要であることや、また、雨季の後に出てくるであろう災害復旧工事の申請用の積算等によりまして、事業の早期完成を行うために今回１台分の追加ということで、標準積算システムの補正をお願いし、事務のスピードアップを図るものでございます。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　神近議員。
○13番（神近勝彦君）
　ということは、システム基準データの分はこの補正によって３台になると。それから、電子媒体による資材単価使用料も３台になるということで理解をしていいんですかね。結局、25年度が当初予算のとき倍額になったのは、今までの１台体制を２台体制にしたわけですよね。今回の補正ということは、25年度の２台体制から、補正をすることによって３台体制になったというふうに理解していいわけですよね。

○議長（太田重喜君）
　農林課長。

○農林課長（納富作男君）

　お答えいたします。

　議員おっしゃるとおり、３台でお願いしたということでございます。（「以上です」と呼ぶ者あり）

○議長（太田重喜君）
　いいですか。ほかにございませんか。副島議員。

○10番（副島孝裕君）

　先ほど歳入のほうで、住宅リフォームのほうをお尋ねになりましたが、これは先ほどの説明で、補欠の抽せんもされたように答弁を聞きましたが、当初で59件分だと。それで、補欠も抽せんをされて補欠当選者がおられるとすれば、今回の６件の分はその補欠当選者の分というふうに理解をしていいわけですか。

　それともう１つ、今回もう当初で終わりと我々は認識をしていました、そういう説明がありましたので。今回、追加になった理由をもう少しわかりやすく説明を受けたいと思いますが。

○議長（太田重喜君）
　建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（中島憲郎君）

　お答えいたします。

　補欠の選出につきましては議員おっしゃるとおりで、今回補正の分も含めてということで御理解をいただきたいと思います。

　あと、追加になった理由につきましては、４月に入りまして、県から追加の割り当てということで県内調整があったことによりまして、当市のほうへ６件分補正がなされたものということでございます。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　副島議員。

○10番（副島孝裕君）
　それでは、県内、当初で配分があったと思います。そのうち20市町の中で、例えばもうやらないとか、そういうような調整でなったのか、それとも県が改めて追加をどこかからか持ち出してきたのか、その辺をお尋ねしたい。

　それと、今回もう抽せんが既にあって補欠当選者まで決まってあるとすれば、今回の６件は、今議会後、新たに抽せんというのはやらないわけですか。

○議長（太田重喜君）
　建設部長。

○建設部長（中尾嘉伸君）

　お答えをいたします。

　まず、資金の捻出方法といいましょうか、それにつきましては、一応トータルの金額は変わらないというふうなことで、例えば、20市町でうちのように市単独でも出しているところ、それから出して金額が少ないところ、それから全く出さないところというふうなことで、もう名前は出しませんけれども、１年分を消化し切れない市町も実際ございます。そういったところの金が、積極的にやっている市町に配分されたというふうに理解をしております。

　それから、後段の６件の追加、きょうの分につきましては、それは当然、議会の議決をいただかないと予算化になりませんので、一応先ほど課長が答弁しましたように、補欠というふうな形で今処理をしております。

　以上です。（「じゃ、新たにもう抽せんはしないと」と呼ぶ者あり）しません。

○議長（太田重喜君）
　いいですか。（「はい、結構です」と呼ぶ者あり）

　ほかにございませんか。平野議員。

○16番（平野昭義君）

　14ページ、教育費ですね、その中の節の賃金、臨時職員とあって、説明の中では建築士と言われましたようですけど、この建築士の業務の内容をまず教えてください。

○議長（太田重喜君）
　教育部長。

○教育部長（江口常雄君）

　今、文化財グループのほうに１級建築士の資格を持った者が１人おります。任期つきの職員ですけれども、この職員が伝統的建造物群の担当をしておりますので、この職員を首長部局の業務に当たらせてハード事業の推進をしたいということで、こういう予算をお願いいたしております。今、その職員が担当していますのは、伝建地区の建築を担当しております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　平野議員。
○16番（平野昭義君）
　それでは、今度新しくじゃなくして、その方を122万円の嘱託員で雇うということになるわけですかね、そういうことですかね。

○議長（太田重喜君）
　教育部長。

○教育部長（江口常雄君）

　その建築士は、文化財の業務であったり図書館業務もしているわけです。ですから、ハード事業に専念するためには、その業務を補完する人間が別に必要ですので、その職員として臨時職員を雇いたいという費用になります。

　以上です。

○議長（太田重喜君）

　平野議員。
○16番（平野昭義君）
　伝建地区が主と思いますけど、いずれにしても、今までずっとできていましたけど、これとは別に、また改めて専門的な人を雇うとなれば……（「違う」と呼ぶ者あり）専門じゃなかよてことね。そいぎ、その方ですね、何か新しくこの予算の中で、嘱託職員ですけど、改めてされたことについて、市民の方とか我々が見て何か変わったなと、そういうふうな形とか、そういうふうな専門的なことが含まれての話でしょうか。それとも、あんまり変わらんやったという、そういうふうなくらいの程度でしょうか。

○議長（太田重喜君）
　教育部長。

○教育部長（江口常雄君）

　私の説明の仕方が悪いのかどうかわかりませんが、今いる１級建築士の職員はそのまま伝建地区も担当をいたします。そして、ほかのハード事業も担当するわけです。ですから、その職員がその仕事に専念できるために、臨時職員をですよ、図書館業務とか文化財の資料収集とか、そういうものに当たらせるために、別に募集をして仕事をしていただくという意味の予算です。よろしいでしょうか。（「はい、わかりました」と呼ぶ者あり）

○議長（太田重喜君）
　ほかにございませんか。（「関連で」と呼ぶ者あり）10番副島議員。

○10番（副島孝裕君）

　今のところ、ちょっと関連で説明を受けたいと思いますが、当初やはり部長の説明は──総務部長ですかね、かなりこれは説明不足だなと、やはり私も補足の意味でちゃんと担当の部長に説明をいただきたかったなと思います。

　もともと、これは今説明があったように、１級建築士の資格を持った技術職員が任期つきでおられます。それで、今の教育部長の説明では市長部局のほうへ出向という意味ですかね、そっちのほうをお手伝いされるという説明でしたけれども、今回新しく元気交付金による事業というのもふえてはいますが、既に人材派遣から職員がそれなりにおられると思います。

　そういう状況の中で、文化財の担当が資格を持っているというだけで市長部局へというところは、もともとがですよ、この任期つきの職員については、やはり伝建地区、文化財も含めてですけど、そういうための必要欠くべからざる人材だから、こういう措置を教育委員会としてもおとりになったんじゃないかなと思っておりますが、これが全然違う分野にそういうふうに出して、結局は改めて臨時の職員を入れるというところが少しおかしいなと私は思うわけですが、その辺、私が理解できるように説明方お願いしたいと思いますが。

○議長（太田重喜君）
　教育部長。

○教育部長（江口常雄君）

　今、伝建地区を担当しているその職員は、そのままもちろん伝建地区も担当いたします。25年度については事業量も今までとすると若干減っております。建築に関しては１件と、あと石積みあたりが１件あるというぐらいですので、あとは25年度予定しております、例えば大野原の美術教室あたりの改修でありますとか、そういうものにも当たらせたいというふうにもともと思っておりましたので、それを９号補正でありますとか、25年度の予算のハード事業の量からすれば、もっと協力して推進を進めるべきじゃないかということで、今回はこの予算をお願いしております。

　そして、臨時職員を雇う分については、その技術者が土曜とか日曜の図書業務にも当たっておりましたので、そういう業務に当たらなくていいようにということで、専門的な技術の分については、これまでどおりもちろん従事をいたします。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　副島議員。

○10番（副島孝裕君）
　その辺でやっとわかります。図書館は土日開館していますので、あくまでも教育委員会の職員さんですから、そういうのがありますので、せめてそのくらいの説明は当初からしていただきたかったなというふうに思います。

　ただ、伝建地区のそういう専門職の仕事、確かに仕事量が減っている、対象物件が１件か減ったわけですかね。そういった意味では、専門職のする仕事というのは減ったにしても、これはゼロにはなっていないわけですから、この辺がですよ、どうしても主たるところを、ちょっとこう、おろそかじゃないでしょうけど、言い方は悪いと思いますが、そのようにして違うところが主になるというのが、ちょっと私、懸念にはなりますが、そういった心配はありませんか。

○議長（太田重喜君）
　教育部長。

○教育部長（江口常雄君）

　本来の担当業務は、やっぱりしっかりしていただきたいと思っております。それに合わせて、さっき言いました大野原であるとか、五町田小の改築であるとか──改修ですね、そういうものが入っておりますので、これまで建設・新幹線課あたりにそういう業務を依頼してきたわけですけれども、教育委員会としても、そこも協力をしていきたいということを思っておりますので、これまでの業務がおろそかになるということには絶対させないつもりで思っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　いいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）

　ほかにございませんか。田中議員。

○11番（田中政司君）

　１点だけお聞きをいたします。

　公園費の手数料31万5,000円、ここもよかとですよね。これは役務費で手数料なんですが、公認を取るための手数料ですが、協会の公認を取ることによってどの程度の試合ができるのか。これを取ることによって、31万5,000円と非常に高いんですが、どれぐらいの試合がそこで公認を取ることによってできるのか、いわゆる効果についてもう少し詳しく説明をいただきたいと思いますけど。

○議長（太田重喜君）
　財政課長。

○財政課長（井上嘉徳君）

　お答えします。

　公認を取ることでどの程度の効果がということでございますが、みゆき総合公園のＰＲに、こういった公認を取っているということを当然載せていきたいわけでございまして、具体的にどれぐらいふえるかとか、そこまではちょっとまだ今の段階で、はじき出し切らないでおります。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　田中議員。
○11番（田中政司君）

　要するに、手数料が31万5,000円、公認を取るためにかかるわけですよね。要するに、公認を取るということは、それだけ手数料をかけて必ず公認してもらえるという確信はあるわけですか。

○議長（太田重喜君）
　財政課長。

○財政課長（井上嘉徳君）

　公認を取れるような人工芝の構造といいますか、そういったもので施行するわけでございまして、取れるものと考えております。

○議長（太田重喜君）
　田中議員。
○11番（田中政司君）

　確かに、ＰＲの面かれこれ考えれば、公認が取れればいいと思いますし、あれですけど、どうせ取るならば、観客席等々のこともあるんじゃないのか。単純に、ただグラウンドだけのそういう設計だけでいいのかどうなのかなということがあったわけですよね。

　ですから、そこら辺で公認を取ることは非常にいいとは思うんですが、もう少しそこら辺、詳しいところでやられたほうがいいんじゃないのかなというふうに思ったものですから、単純に公認を取る、公認を取るといっても、どれぐらいの試合がそこでできて、プロの試合ができるのかですよ。当然、観客席がないもんですから、そういうことはできないと思うんですよね。そういうことによって、これだけ31万5,000円かけて公認をとって、果たしてそれだけの効果があるのかなというのが私はちょっと疑問に思ったんですが。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　財政課長。

○財政課長（井上嘉徳君）

　先ほど人工芝と申しましたので、プロのほうの試合は多分できない──できないというか、正式な普通の試合はないと思います。ただ、高校生とか大学生とか、そういったところへのＰＲとか、ここは公認がありますよというふうなことでは、そういったところで試合をしたいということで効果が出てくるかというふうに考えているところでございます。（「関連」と呼ぶ者あり）

○議長（太田重喜君）

　神近議員。
○13番（神近勝彦君）
　ほとんど田中議員が質問していただいたわけなんですけれども、やはり一番私も危惧したのが、公認コートとなったときに、現在の施設について何か追加の設備がまた必要になるんじゃないかなというのを危惧したんですよ。

　今、課長言われているように、あくまでも高校生、中学生を対象とした公認コートということであるならば、現在のみゆき球技場はもうそのままで公認コートというふうになるのか、それとも追加で何かしなければいけないのかですね。ゴールの後ろにもっとネットをするとか、いろんな設備があるのかどうか、そのあたりについての考えはどうなっていますかね。

○議長（太田重喜君）
　財政課長。

○財政課長（井上嘉徳君）

　お答えします。

　９号補正で繰越明許しております総合運動公園の施設整備について、この中で球技場の人工芝関連工事を行うわけでございます。

　追加とかいう御質問でございますが、当然ゴールポストとか、いろんな面で、これはいけないとかというか、こういった形で設備をしてくれというような条件は当然あろうかとは思っております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　神近議員。

○13番（神近勝彦君）

　じゃ、今のところ、そこまでの公認コートを取るためのですね、その手続上の中で、結局そういうふうな現在の施設の改修はどういうものが要るのかということは、まだ何も積算をされていないということで理解をしていいんですかね。そのあたりも確実にやはりちゃんと積算をしていただいて、そして、現在の繰り越しの分がありますけれども、その中で対応できるのか、あるいは追加補正としてまた要るのかということも出てこないと、この公認コートということについて、ただ単にそれだけでいいのかという話になるんではないのかと思うんですよ。

　次に危惧したのが、現在、多目的な球技場ということで、ラグビー関係もここを使われた経緯もあると思います。小学生なんかは、全ての１面を使うんじゃなくて、多分半分ずつの２分の１コートを使われてやっておられるというふうに私は理解しているわけですよね。そうなった場合、公認コートとなった場合に、現在使用されているそういうふうなラグビーであるとか、あるいは少年の──小学生ですよね、彼らが使っている２分の１コートとしての利用ができるのかどうか、このあたりについてはいかがなんですか。

○議長（太田重喜君）
　財政課長。

○財政課長（井上嘉徳君）

　お答えします。

　最初の、前段の、現在のところでの精査といいますか、積算のことでございますが、現計の予算の範囲内で公認が取れるということで進めさせていただいておりますので、追加ということは考えておりません。

　それから、ラグビーの件でございますが、公認コートとなりますと基本的にラグビーの利用はできないものかと。ラグビーは別のところでの競技ということでお願いすることになろうと思います。（「小学生の分については」と呼ぶ者あり）

　ラグビーの少年──ラグビーとなりますと、小学生についてはまた別な、サブグラウンドでの利用という形で、やっぱりここはサッカー専用ということになっていくのかなということで考えておるところでございます。

○議長（太田重喜君）
　神近議員。

○13番（神近勝彦君）

　みゆき公園のＰＲということで今回上げられたわけなんですけれども、逆に、私、今お話を聞くと、公認コートとすることによって、結局、市民、住民のスポーツに対する場所が奪われるんじゃないかなと、そういうふうに理解してしまうんですよね。だから、公認コートとするならば、現在やられているラグビーであるとか、あるいは少年サッカーとか、そういうものも、どこかの代替施設としてちゃんと用意をしとかなくちゃ、そのあたりどうなるんですかというふうになるんじゃないかな。

　下の多目的広場、現在ありますよね。でも、あそこはどちらかといえばソフトボールとか、あるいは外周の陸上の分とか、そういうものに使えるのであって、あそこでラグビーとか少年サッカーなんか使えませんよね。そのあたりについては、どうも何も考えていらっしゃらないというふうにしか思えないんですよ。そのあたりについて御見解を聞きたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　財政課長。

○財政課長（井上嘉徳君）

　まず、少年サッカーについては利用できます。ただし、先ほどから言っていますとおり、ラグビーについては新たなサブグラウンドと申しますか、そちらのほうでということで、今回の人工芝に張りかえる公認のサッカーグラウンドではラグビーはできないということでお願いしたいと。（「サブグラウンドてどこにあるの」と呼ぶ者あり）

○議長（太田重喜君）
　いいですか。（「もう３回終わったですよ」「関連」と呼ぶ者あり）西村議員。

○15番（西村信夫君）

　今、神近議員の質問にちょっと関連しますけれども、みゆき球場の総合運動公園について、日本サッカー協会の公認をいただくというようなことですが、あそこは取れるというふうなことで言われましたけれども、今回、追加補正で３億4,000万円ほど、みゆき総合運動公園の整備予算を計上されておりますが、その中でどれくらいの予算を投入してあそこを整備されて公認申請されるのか、その点お尋ねしたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　建設部長。

○建設部長（中尾嘉伸君）

　お答えをいたします。

　今、御質問の球技場でございますけれども、１億5,000万円で予定をしておるところです。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　西村議員。

○15番（西村信夫君）

　１億5,000万円ですけれども、総合運動公園及びトイレの整備について３億4,000万円というふうなことですが、トイレも含めて１億5,000万円なのか、トイレと整備はどれくらい配分していくのか、その点確認したいと思いますが。

○議長（太田重喜君）
　建設部長。

○建設部長（中尾嘉伸君）

　お答えをいたします。

　今の場所につきましては、トイレの設置はございません。トイレの設置というのは、ちょうど昭和天皇の植樹祭会場の東側、あそこは今、臨時駐車場にしておりますけれども、そこのほうにトイレを設置する予定としております。

　以上です。

○議長（太田重喜君）
　西村議員。

○15番（西村信夫君）

　最後ですが、県下で日本のサッカー協会の公認を申請して認可されたところについては件数的に何件あるのか。そしてまた、お隣の鹿島市の蟻尾山公園でも、土日ほとんどサッカーの練習試合があっております。

　きのうおとといですかね、唐津からも来て練習試合があっておりますけれども、そこのあたりを含めてですが、何件ぐらいあるのか、蟻尾山公園も公認はされておるかどうか、その点お尋ねしたいと思いますが。

○議長（太田重喜君）
　財政課長。

○財政課長（井上嘉徳君）

　お答えします。

　人工芝でつくられておられるサッカー場で、公認をどれくらい受けておられるかということについては承知しておりません。後で調べておきたいと思います。

○議長（太田重喜君）
　ほかにございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　質疑なしと認めます。これで議案第65号の質疑を終わります。

　これで提出議案全部の質疑を終わります。

　日程第５．討論・採決を行います。

　議案第62号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市税条例の一部を改正する条例）について討論を行います。討論ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。

　これから議案第62号について採決します。

　議案第62号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。棄権者の方は退席してください。それでは、投票してください。
　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、議案第62号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市税条例の一部を改正する条例）は可決されました。

　次に、議案第63号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）について討論を行います。討論ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。

　これから議案第63号について採決します。

　議案第63号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、議案第63号　専決処分の承認を求めることについて（嬉野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）は可決されました。

　次に、議案第64号　専決処分の承認を求めることについて（平成24年度嬉野市一般会計補正予算（第10号））について討論を行います。討論ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。

　これから議案第64号について採決します。

　議案第64号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、議案第64号　専決処分の承認を求めることについて（平成24年度嬉野市一般会計補正予算（第10号））は可決されました。

　次に、議案第65号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第１号）について討論を行います。討論ございませんか。

　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　討論なしと認めます。

　これから議案第65号について採決いたします。

　議案第65号を原案のとおり決定することについて賛否の投票を求めます。それでは、投票してください。

　　　　〔押しボタン式投票〕

　全員賛成であります。したがって、議案第65号　平成25年度嬉野市一般会計補正予算（第１号）は可決されました。

　以上で、本臨時会に提出された案件の質疑、討論、採決など全ての日程が終了いたしました。

　お諮りいたします。ただいままでに議決されました各議案について、条項、字句、数字その他の整理を要するものについては、会議規則第43条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いますが、これに異議ございませんか。

　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしと認めます。したがって、条項、字句、数字その他の整理は議長に委任することに決定いたしました。

　会議を閉じます。

　平成25年第１回嬉野市議会臨時会を閉会いたします。どうも御苦労でございました。

午前11時21分　閉会

　地方自治法第123条第２項の規定によりここに署名する。
　　　議　　長　　太　田　重　喜

　　　署名議員　　副　島　孝　裕

　　　署名議員　　田　中　政　司

　　　署名議員　　織　田　菊　男
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